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小
池
防
衛
大
臣
の
「
日
本
の
核
武
装
」
に
つ
い
て
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

小
池
百
合
子
防
衛
大
臣
は
、
七
月
二
六
日
に
青
森
県
弘
前
市
で
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
比
例
代
表
候
補
者
の
個
人
演
説
会
に

お
い
て
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
大
震
災
当
時
の
救
助
活
動
に
つ
い
て
、
「
ア
メ
リ
カ
（
の
艦
船
）
が
支
援
の
た
め
神
戸
港
に
入

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
神
戸
の
港
湾
組
合
が
厳
し
い
た
め
、
な
か
な
か
着
岸
で
き
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
（
七
月
二
七
日
付
・

毎
日
新
聞
朝
刊
）
。

こ
れ
に
対
し
、
全
国
港
湾
労
働
組
合
協
議
会
か
ら
「
港
湾
労
働
者
は
自
ら
が
被
災
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
な
が
ら
労
働
協
約

を
一
時
凍
結
し
、
二
交
代
二
四
時
間
体
制
で
救
援
物
資
の
荷
揚
げ
に
あ
た
っ
て
お
り
、
入
港
に
反
対
し
た
事
実
は
な
い
」
と
し

て
、
小
池
大
臣
あ
て
に
発
言
の
撤
回
と
謝
罪
、
「
二
度
と
こ
の
よ
う
な
発
言
を
行
わ
な
い
」
と
い
う
確
約
を
求
め
る
文
書
が
送

ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
震
災
直
後
に
複
数
の
報
道
機
関
か
ら
「
救
援
物
資
活
動
に
対
す
る
自
衛
隊
の
護
衛
艦
・
輸
送
艦
の
入
港
に
港
湾
労
働

組
合
が
反
対
し
、
物
資
の
荷
揚
げ
活
動
が
遅
れ
た
」
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
「
そ
う
し
た
事
実
は
な
い
」
と
す
る
港
湾
労
働

組
合
の
抗
議
を
受
け
て
、
報
道
機
関
各
社
は
誤
報
を
認
め
、
訂
正
報
道
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
海
部
俊
樹
元
首
相

が
誤
報
記
事
を
引
用
し
て
発
言
す
る
な
ど
余
波
が
広
が
っ
た
が
、
海
部
元
首
相
は
港
湾
労
働
組
合
あ
て
に
謝
罪
文
書
を
出
し
て

一



い
る
。
一
方
、
情
報
の
出
所
元
と
し
て
海
上
自
衛
隊
幕
僚
監
部
広
報
室
の
名
前
が
報
道
さ
れ
、
港
湾
労
働
組
合
か
ら
申
し
入
れ

が
行
わ
れ
た
が
、
「
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
」
「
真
実
は
つ
か
ん
で
い
な
い
」
と
同
広
報
室
は
回
答
し
て
い
る
。

今
回
の
発
言
に
つ
い
て
、
小
池
大
臣
の
事
務
所
は
、
「
非
核
証
明
を
出
さ
な
い
限
り
米
艦
艇
が
入
港
で
き
な
い
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
『
神
戸
方
式
』
を
念
頭
に
置
い
た
発
言
だ
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
小
池
大
臣
は
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
毎
日
新
聞

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
日
本
の
核
武
装
構
想
に
つ
い
て
「
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
は
検
討
す
べ
き
」
と
答
え
て
い
る
。
麻
生

外
務
大
臣
の
「
核
武
装
肯
定
」
発
言
や
久
間
前
防
衛
大
臣
の
「
原
爆
し
ょ
う
が
な
い
」
発
言
に
よ
り
、
各
国
が
日
本
の
核
武
装

化
を
懸
念
し
て
い
る
と
い
う
「
国
際
情
勢
」
の
下
、
後
任
で
あ
る
小
池
大
臣
自
身
の
核
武
装
に
関
す
る
認
識
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
急
務
と
い
え
る
。

従
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

《
ア
メ
リ
カ
艦
船
の
救
援
活
動
》
に
つ
い
て

�

阪
神
大
震
災
の
救
援
活
動
目
的
で
、
ア
メ
リ
カ
艦
船
が
神
戸
港
に
着
岸
を
試
み
た
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
時
期
、
艦
船
名
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

小
池
大
臣
は
、
神
戸
港
に
着
岸
を
試
み
た
事
実
は
あ
る
と
い
う
認
識
か
。
小
池
大
臣
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



ま
た
、
「
着
岸
を
試
み
た
ア
メ
リ
カ
艦
船
は
存
在
す
る
」
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

阪
神
大
震
災
の
救
援
活
動
目
的
で
、
ア
メ
リ
カ
艦
船
が
神
戸
港
に
入
港
し
た
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
時
期
、
艦
船
名
、
バ
ー
ス
名
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

小
池
大
臣
は
「
な
か
な
か
着
岸
で
き
な
か
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
入
港
し
た
ア
メ
リ
カ
艦
船
は
存
在
す
る
と
い

う
認
識
か
。
小
池
大
臣
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
入
港
し
た
ア
メ
リ
カ
艦
船
は
存
在
す
る
」
と
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

ア
メ
リ
カ
艦
船
の
入
港
に
つ
い
て
、
港
湾
労
働
組
合
が
反
対
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
ま
た
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
艦

船
の
入
港
を
遅
ら
せ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
期
、
艦
船
名
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

�

小
池
大
臣
は
、
ア
メ
リ
カ
艦
船
の
入
港
に
つ
い
て
、
港
湾
労
働
組
合
が
反
対
し
た
と
い
う
認
識
か
。
ま
た
そ
れ
が
ア
メ

リ
カ
艦
船
の
入
港
を
遅
ら
せ
た
と
い
う
認
識
か
。
小
池
大
臣
が
そ
う
認
識
す
る
に
至
っ
た
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

�

「
ア
メ
リ
カ
（
の
艦
船
）
が
支
援
の
た
め
神
戸
港
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
神
戸
の
港
湾
組
合
が
厳
し
い
た
め
、
な

か
な
か
着
岸
で
き
な
か
っ
た
」
と
す
る
の
は
、
日
本
政
府
の
公
式
見
解
か
。

三



�

本
件
に
つ
い
て
、
小
池
大
臣
に
対
し
て
港
湾
労
働
組
合
か
ら
抗
議
と
申
し
入
れ
の
文
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
小
池

大
臣
は
発
言
の
撤
回
と
謝
罪
、
「
二
度
と
こ
の
よ
う
な
発
言
を
行
わ
な
い
」
と
い
う
確
約
を
し
た
か
。
ま
だ
で
あ
れ
ば
、

今
後
そ
う
し
た
予
定
は
あ
る
か
。

二

《
自
衛
隊
艦
船
の
救
援
活
動
》
に
つ
い
て

�

小
池
大
臣
は
震
災
当
時
「
救
援
物
資
活
動
に
対
す
る
自
衛
隊
の
護
衛
艦
・
輸
送
艦
の
入
港
に
港
湾
労
働
組
合
が
反
対

し
、
物
資
の
荷
揚
げ
活
動
が
遅
れ
た
」
と
い
う
認
識
か
。

�

「
救
援
物
資
活
動
に
対
す
る
自
衛
隊
の
護
衛
艦
・
輸
送
艦
の
入
港
に
港
湾
労
働
組
合
が
反
対
し
、
物
資
の
荷
揚
げ
活
動

が
遅
れ
た
」
と
報
じ
た
報
道
機
関
が
、
同
報
道
を
「
誤
報
」
で
あ
る
と
認
め
、
訂
正
報
道
を
行
っ
た
こ
と
を
、
小
池
大
臣

は
承
知
し
て
い
る
か
。

�

海
上
自
衛
隊
幕
僚
監
部
広
報
室
が
当
該
情
報
の
出
所
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
が
報
道
さ
れ
、
当
事
者
か
ら
も
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
が
、
防
衛
省
と
し
て
小
池
大
臣
は
当
該
案
件
に
つ
い
て
調
査
し
た
か
。
ま
だ
で
あ
れ
ば
、
今
後
調
査
す
る

意
志
は
あ
る
か
。

三

《
小
池
防
衛
大
臣
の
核
武
装
に
対
す
る
認
識
》
に
つ
い
て

四



�

二
〇
〇
三
年
一
一
月
時
点
で
、
小
池
大
臣
は
、
日
本
の
核
武
装
構
想
に
つ
い
て
「
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
は
検
討
す
べ
き

だ
」
と
考
え
て
い
た
の
か
。

�

二
〇
〇
七
年
八
月
現
在
、
小
池
大
臣
は
、
日
本
の
核
武
装
構
想
に
つ
い
て
「
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
は
検
討
す
べ
き
だ
」

と
い
う
考
え
か
。

�

現
時
点
で
の
日
本
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
核
武
装
構
想
を
検
討
す
べ
き
「
国
際
情
勢
」
と
な
っ
て
い
る
か
。
小
池
大
臣

の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

小
池
大
臣
は
、
非
核
三
原
則
は
日
本
の
国
是
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
。

右
質
問
す
る
。

五


